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hash
付箋紙
看護大学の橋本です．今日はにこナースの夢という話題でお話しさせていただきます．
リポジトリは私の専門分野ではありませんので，誤りなどございましたらお知らせいただければ幸いです．



目次 

夢と現状 

• 【背景】 

– 情報インフラとデジタル
デバイド 

– 押し寄せる電子化の波 

– 他大学の現状と問題点 

• 【定義】 

– 機関リポジトリとは 

– 必要性の終焉 

【看護職者からみて】 

【影の部分】 
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付箋紙
今日　お話しする内容の目次でございます．お配りした資料のうち，全部をお話できません．お話しする内容は背景が白地以外の部分です．




情報インフラとデジタルデバイド 

情報インフラ 

• コンピュータ 

– HPC  
聯想,曙光 

• ネットワーク 

– 次世代：オーバーテラ 

– GENI＆FIND(米国） 

– CNGI(下一代互联网) 

• コンテンツ 
– DB, 音楽，書籍， 

デジタルデバイド 
• 情報格差 

情報基盤を手にした者とそう
でない者 

さらなる格差の拡大 
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http://www.geni.net/
hash
付箋紙
情報基盤と訳されるインフラにアクセスできないことをデジタルデバイドという名前で呼ばれました．これは2000年のころからとおもいます．
はじめはインターネットにアクセスできないという状態だけをデジタルデバイドと申しましたが，現在はメディアにアクセスできない，コンテンツにアクセスできないというような範囲まで広がっているようです．





新聞記事における情報格差 
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読売記事における「情報格差」の語を含む記事の月別文字数の変化 2010-012-20 橋本調べ 

1998-2001 

附録 
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Google Index 

“digital divide” by regions 
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新聞記事における情報インフラ 新聞記事における「電子書籍」の記事 
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読売新聞社DB「ヨミダス」における「情報インフラ」「電子書籍」の語を含む記事の月別文字数の変化 2010-012-20 橋本調べ 

1998-2001 

附録 
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刊行物全体の流れ  
減る出版物の販売金額 
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増える電子出版 
電子書籍の市場規模の推移 
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Google trend by years 
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電子出版周辺の問題 

• 研究教育環境の変化 

– 紙媒体⇒電子化 

• 企業の図書館⇒収集保存スペース激減 

• 価格の高騰 

• 大手の寡占化(中小出版社の死滅・身売り） 

• 小さい大学・病院では研究環境が手
に入らなくなる 

2011/2/2 2010©  
Hashimoto 

10 

hash
付箋紙
簡単ではありますが，電子出版に関する近年の流れを示します．電子出版に関する一番のインパクトは，ジャーナルの価格高騰に因するものです．
電子ジャーナルによる学会の囲い込みがはじまり．潤沢な予算を持たない学会は出版社に囲いこまれていきました．

価格高騰の結果，大学の規模の小さいところ，小さい病院ではジャーナルが手に入りにくい状況になっております．



ある会社の例 
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このある出版社の価格設定をご覧ください．
大学のモデルは米国の州立大学，私立大学を想定したものです．本学のような規模の大学は20倍も規模の大学と同じ価格を払うことになり，結果として1人当たりの負担額は20倍にもなります．



科学技術医学分野の世界市場占有率 
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Science and Technology 
EPS June 2004 
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PC関連出版全体（2008） 
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他大学の近年の問題から 

慈恵医科大学 

図書予算における雑誌と単行書の割合 
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第2回 図書館と電子ジャーナル東京慈恵会医科大学 
平成18年度 (2006年度) 購読雑誌の検討  

単行書購入冊数 (年度比較) 

http://www.jikei.ac.jp/academic/micer/EJsympo.htm 
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慈恵医科大学のHPにしめされている雑誌高騰に伴う単行本購入予算の減少
現象です．なんと和書に関して80%程度の減少となっております．



電子出版をめぐる諸問題 

• 契約を解除⇒何も残らない(買い取り契約も） 

• 中古市場が無い 

• 価格交渉権⇒1冊？コンソシアム形成 
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オープンアクセス運動 
The Access/Impact Problem and the Green and Gold Roads to Open Access（2004） 
 
学術情報は人類全体の財産で、だれでも自由にアクセスできるべき 
税金でおこなわれた研究成果には、納税者は無料でアクセスできるべき 

15 
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付箋紙
電子出版のうちオンライン出版は．次の特長をもっております．これらは大学に関して，非常に厳しい状況であります．
そこで．大学は手を結んでオープンアクセスという運動をはじめました．これがリポジトリの大きな原動力の１つといわれております．

hash
吹き出し
電子ジャーナルはILLの対象になるでしょうか？，
文献複写依頼の対象になるでしょうか？
不要雑誌の際引取りになるでしょうか？



機関リポジトリとは 

• Institutional Repository 

– どこで:=大学，研究所 

– 誰が：=運営主体:=機関の責任において設置運営 

– 何を：=対象:=機関内で作成された文書類を電子
的に 

– 何時:=24hrs 365days，永久保存(保守時間？） 

– 誰に:=Open access(今は） 

• 文書類 

2011/2/2 2010©  
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以下に簡単に機関リポジトリの定義をあたえます．



文書類とは 

• 研究 

– 論文（pre-print，post-print) 

– 報告書(Report） 

– データベース，特許， 

• 教育 

– 教材（テキスト，参考資料，試験問題etc) 

• 管理運営 

– シラバス，組織図，規定 

2011/2/2 2010©  
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機関リポジトリで保存するものは論文だけではありません．



看護系から見れば 

• 様々な報告・資料が病院で見ることができるか？ 

– 大病院⇒医師の見る研究資料はあるが 

– 中小病院⇒？ 

• 地域の看護研究 

• 質と量 

2011/2/2 2010©  
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量⇔質 
 インターネットWEBの情報 
 私の分野ではあまりにも悲しい誤りの多さ 
 Majorな学説でなくMinorなものが多い 
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hash
付箋紙
最後に近づきましたが，看護系の方から見たメリットを示させていただきます．
まず，看護職者の多くは病院勤務です．その看護職者は研修・研究の機会をどのようにもっているでしょうか?
大病院では多くの資料をもっておりますが，看護師がアクセスしたいものは多いでしょうか？
中小病院などでは別の意味で少ない状況だと思います，

また地域で様々な看護研究をされている看護職の方々がいるとおもいますが，それらの方のPublishingの機会を与えることが　機関リポジトリであるDSPACEはもっています． 
ほとんど無料で電子出版が可能な仕組みがあるのです．
機関リポジトリとは若干離れますが，この機能をぜひお使いくだされば，現場の看護研究者に多くの福音があると信じております．



卒業生と保護者からの目 
 

For alumni and parents 
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大学の別の観点からのリポジトリの機能をお話ししたいと思います，



  • Can I find what does my son/daughter on 
campus ? 
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自分も大学生の子をもつ親でありました．
自分の子が大学で何を学んでいるか?何をしているのかいつも知りたいを思っておりました．米国の大学では普通のことのようにHPに記載されております．
本学はこのリポジトリで可能であります．



Can I access what I learned at Campus? 

• 大学時代に学んだはずだった教育内容 

2011/2/2 2010©  
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大学が学生を世に送り出したのちに，その質保証をするということがありますが，再び思い出して，学生時代のレクチャーを見る事は　私の夢の１つ　にこナースの夢であるかもしれません．



影の部分？ 

わからないが 
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最後の光輝くものほど深い影を作るということで１つだけ影の部分を話をさせていただきます．



AOL検索Logから個人の顔まで特定 
The New York Times 2006 

http://www.nytimes.com/2006/08/09/technology/09aol.html?_r=1 
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図書館で人が何を借りて，何を読んだか？これは図書館司書が職業倫理として秘守すべきことになっております．これは信条の自由という貴重な人権を守るための重要なことであります．この警鐘になるものが，この例です．AOL（America On Line)でID4417749の検索ログからその個人の情報をすべて暴かれ，顔写真までとくていされたといものです．
公務員法の秘密保持は，あくまでも公務員以外への保持であって，前述のものとは別のものと思われます．
やはり，図書館司書資格を持つ専門家の運営が無ければ，リポジトリは危険なものになるとも思われます．
以上　簡単ではありますが，これでにこナースの夢のTalkを終えさせていただきます．
御静聴ありがとうございました．


